
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は「コロナ」を広めないために，お出かけにも いろいろ気をつかう毎日です。 

これまで，盛岡の“まちなか”にお出かけしたときに，目的地や通り過ぎたまちの名前で， 

ふしぎに思ったことはありませんか？ 

 

たとえば， 

・『北上川にかかる「夕顔瀬橋」，どうして夕顔？ 朝顔はないの？』 

・『明治橋でつながる仙北町，盛岡市役所や盛岡のお城より「南側」にあるのに仙「北」と 

北の方角がついているの？』 

 

ふと目にした まちの名前から，みなさんの住んでいる盛岡の姿を見つめてみませんか？  

｢昔のまちなみって どうだったんだろう？」，「10 年後の盛岡はどうなっているのだろう」 

などなど，想像をふくらませてみてはいかがでしょう？  

まちのどこかにヒントがあるかもしれません。 

  

 さあ，「コロナ」感染予防を万全にして，盛岡のまちを「見学して」みましょう！ 

 

   「盛岡
もりおか

城下
じょうか

古絵図
こ え ず

（鳥瞰図
ちょうかんず

）」【個人蔵】 

 

 

 

 

.７ もりおか身近なまちのお名前散策 

約 160 年前の盛岡

は，こんな姿でした 

岩手山 

北上川 

盛岡城 

編集企画担当：盛岡市中央公民館 事業係 

中の橋 
夕顔瀬橋 

Ｒ２．７．27 


